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あくまでも現在行っている開発の一例ですので、
一次産業に使用される高分子材料やそれ以外の機
能性高分子材料に関するお困り事がありましたら
ご相談下さい。
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准教授

高分子の合成

有機合成装置全般、クロマトグラ
フィー

機能性高分子合成、高分子材料の機能
化
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研究分野

研究キーワード
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概要

アピールポイント

●環境

ポリマーコーティング種子による秋播き栽培方法の開発

●ナノテクノロジー・材料

農業、直播栽培、種子

　道内重要作物の玉ねぎやは移植栽培が中心ですが、農家減少と高齢化で今後
は直播栽培が主流となる。しかし、直播でも春に農作業が集中してしいます。
そこで収穫後の農閑期に播種を可能とするため、ポリマーを多層コーティング
した種子を作成しました。これにより2層のコーティングが秋から春までに剥離
し、春に発芽する発芽制御を確立しました。

　これまでにはない、発芽コントロールを目的にした種子のコーティングであ
り、今後様々な作物に適応させることができると考えています。これにより農
閑期に作業が出来るようになります。
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ポリ マーの分解

春に気温が上がり
コーティ ングが剥離。

種子をポリ マーでコーティ ングし て、 冬の農閑期に播種が可能に！

発芽が制御できる！

軟化温度の低い
ポリ マーを使用

発芽温度でポリ マーが溶ける設計

冬の低温時は、 コーティ ング

と し て機能する。

剥離のタ イミ ングを温度で制御できる。


